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思惑と広がりの1990 年代

● 次回、月刊サンエスウォッチング Vol.75 は
2024 年 9 月13 日（金）の配信予定です。

TOKYO SAN-ESU CO.,LTD.

▶︎当社が米国を代表する MTB ブランドであった「GT Bicycles」を大々
的に国内販売していた時、作る人「Gary Turner」氏を担ぎ上げ小売店
から GT 創業社長となったビジネスマン「Richard long」氏が、その
絶頂期 1996 年 7 月12 日、日本の大型モーターバイクで颯爽とビッグ
ベアでのレース会場に到着する筈だった寸前に、トレーラーと衝突し帰
らぬ人となり、現地から直後に国際電話で事故死を伝えてくれた友人の
波打つ声は今だに耳から離れません。
何かがその時に終わったと感じました。
それは米国的プッシュプッシュ型ビジネスとの訣別と、自分達でやらね
ば意味が無いということを思慮させてくれるに値する印象深い出来事で
した。
その後、当社は国内外の優れた製品以外に自社製品を開発する道を広
げていくこととなったのです。

▶︎そんな中でも、創業者自身、例えば RITCHEYのトム・リッチーが彼
らしいモノを作る、とか、ハワイ好きと北米 CX チャンピオンと MTB 殿
堂入りの血統を持つ KONA の創業者が復活してきたので、彼ららしい
モノを作る、など肝の座ったモノ作りに期待したい部分も残っています。

◀︎ RITCHEY は長期に渡って東洋フレームに
製作を依頼していました。この「Project-20」
は 90 年代の前半から後半、当時の頂点を行
く実戦モデルだったと言えます。多くの MTB
クロスカントリーライダーが東洋フレーム製の
RITCHEY に乗りたいと思っていた時代でし
た。

◀︎ 1998 年にトム・リッチー自ら製作した
市販 MTB モデルが登場します。その名も

「Montebello」。あまりに高額であったため
に日本国内での販売は断念しました。つい最
近に同名のモデルを発表しましたが、それは
MTB ではなく現代版ツーリング系のモデルと
なっています。

▶︎スイスの自転車界の英雄である「トーマス・フリシュク
ネヒト」は現役時代にはレースのために 2 度来日し、圧
倒的な勝利を収めました。MTB 世界選手権で優勝やア
トランタオリンピックで銀メダルなど。この写真は 2 度
目の1998 年に参戦した時のもので、東洋フレーム製の

「Project-20」に乗っていました。

▲「トーマス・フリシュクネヒト」はトム・リッチーのシクロクロスフレーム開発にも欠かせな
い存在で、写真はその名品である東洋製 1998 年 SWISS CROSS。彼は CX でも世界選手
権優勝など実績を残し、なんと欠員が出たオリンピックのロードレースに SWISS CROSS
で急遽参加し完走を果たしています。

GT の創業者「Richard long」氏は、
BMX から MTB（ATB）も手掛けるために
大阪にある東洋フレームにフレームの製作
を依頼し、代名詞となったトリプルトライア
ングルが生まれます。1985 年に来日した
時には奈良観光もされて、奈良公園で鹿せ
んべいを少々逃げ腰気味に与える貴重な若
かりし頃の氏の姿で、今回の章を締めくくら
せていただきます。

◀︎少し番外編ですが、
これは 2000 年に欧州でのショーに参加して
いた MIZUNO のブース。先にも書きましたが
当時カーボンフォークの共同製品を出していま
した。欧州ではフレームやパーツも非常に有名
で、自転車界から撤退される時に、生産工場
を当社 OnebyESU のカーボンで引き継ぎま
した。工場は MIZUNO を礎に今や世界の超
一流製品の生産を担っています。（Vol.13-14
を参照ください）

▲こちらは 1993 年のブリヂストン USA のカタログ。65 ページ構成でマニアには非常に有
名なカタログであり、製品は全て手書きの絵となっています。自転車の構造であるとか乗り
方であるとか非常に哲学的要素のある読み物で、後に「Rivendell」を創業した「グラント・ピー
ターソン ( ピーターセンとも言う )」がブリヂストン USA 所属時代に作ったシリーズと言われ
ています。もちろん MTB もありますが、RITCHEY からの影響が色濃く現れています。

◀︎ KONA はカナダ バンクーバーの TBG(The 
Bicycle Group) 社のブランドとして立ち上が
ります。この写真は 1989 年バンクーバーの
ダウンタウン、鉄道横のレイルウェイストリー
ト。左の建物の片隅のアジトのような小さな
事務所が KONA 発祥の地です。

◀︎ KONA バイクは初期からヘッドチューブの
長い独特のスタイルで、バンクーバーアイラン
ドのトレイルを一緒に乗り廻した思い出があり
ます。


